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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　濾材を内部に備えるタンクと、当該タンクの外部に備えられ、タンクに流体を流通させ

る流体回路とを有する濾過システムであって、

　前記タンクは、前記濾材の上方に流体を流通させる上部通路口及び濾材の下方に流体を

流通させる下部通路口を備え、

　前記流体回路は、被処理流体が濾過システムに入る流入口から前記上部通路口までの被

処理流体をタンク内部に流入させる原液供給ラインと、前記下部通路口から前記濾材で処

理された処理流体を濾過システムの外部に流出させる流出口までの処理液流出ラインとを

有し、

　前記原料供給ラインには、上流側から順に第１チャッキ弁、ポンプ及び前記タンクに一

定量の流体を供給する定流量弁が直列に備えられ、

　前記処理液流出ラインは、前記処理流体をバイパスして流すバイパスラインとバイパス

ポイントで接続しており、当該バイパスラインは、第２チャッキ弁を介して前記第１チャ

ッキ弁と前記ポンプとの間の前記原液供給ラインに接続しており、

　前記バイパスポイントの下流側の処理液流出ラインに遮断弁が備えられている濾過シス

テム。

【請求項２】

　前記定流量弁の出口側と前記上部通路口の間の原液供給ラインに五方弁が備えられ、当

該五方弁には、流体が流入する流入ポート、流体が出入りする第１ポート及び第２ポート
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並 び に 流 体 が 流 出 す る 第 ３ ポ ー ト 及 び 第 ４ ポ ー ト が 備 え ら れ 、

　 前 記 定 流 量 弁 の 出 口 は 前 記 流 入 ポ ー ト に 接 続 し て お り 、

　 前 記 第 １ ポ ー ト は 前 記 上 部 通 路 口 と 接 続 し て お り 、 前 記 第 ２ ポ ー ト は 前 記 下 部 通 路 口 と

接 続 し て お り 、 前 記 第 ３ ポ ー ト は 前 記 遮 断 弁 の 入 り 口 側 と 接 続 し て お り 、 前 記 第 ４ ポ ー ト

は タ ン ク の 洗 浄 液 及 び 逆 洗 液 を 排 出 す る 排 出 口 に 接 続 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 濾 過 シ ス

テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 濾 過 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 原 水 に 含 ま れ る 懸 濁 物 質 を 濾 材 に よ り 捕 捉 し て 処 理 水 を 製 造 す る 濾 過 シ ス テ ム と し て 、

濾 過 、 逆 洗 及 び 水 洗 （ 洗 浄 ） の ３ 工 程 を 行 う シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照

）

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 濾 過 装 置 に お い て は 、 濾 過 を 継 続 す る こ と に よ り 濾 材 の 濾 過 能 力 が 徐 々 に 低

下 す る 。 そ こ で 、 定 期 的 に 濾 材 の 逆 洗 工 程 及 び 水 洗 工 程 を 実 施 し て 、 低 下 し た 濾 過 能 力 を

回 復 さ せ て い る 。 ま た 、 濾 過 工 程 に お い て は 、 製 造 さ れ る 処 理 水 の 水 質 を 高 め る た め に 、

原 水 に 凝 集 剤 や 酸 化 剤 等 の 薬 剤 を 供 給 す る こ と が 行 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 濾 過 シ ス テ ム に お い て は 、 水 洗 工 程 が 終 了 し た 後 の 濾 過 工 程 に お い

て 、 初 期 の 処 理 水 に は 、 薬 剤 の 作 用 等 を 受 け て い な い 濾 過 装 置 内 の 保 有 水 （ 未 濾 過 水 ） が

含 ま れ る た め 、 通 常 の 濾 過 工 程 で 製 造 さ れ る 処 理 水 よ り も 水 質 が 低 下 す る お そ れ が あ る こ

と を 課 題 と し て 、 濾 過 工 程 の 開 始 直 後 に 製 造 さ れ る 処 理 水 の 水 質 を 改 善 す る こ と が で き る

濾 過 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 発 明 に お い て 、 濾 過 工 程 に 入 る 前 の 洗 浄 工 程 に お い て 、 被 処 理 流 体 で あ る 流 体 （ 原

液 ） を 薬 剤 と と も に 濾 材 の 入 っ た 処 理 装 置 に 流 し 、 そ の 流 体 は 排 出 口 よ り 系 外 に 排 出 し て

、 処 理 装 置 内 の 処 理 さ れ て い な い 流 体 を す べ て 排 出 さ せ た の ち に 濾 過 工 程 に 入 る よ う に し

て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ２ ２ １ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ８ ７ ７ ９ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 従 来 の 濾 過 シ ス テ ム に お い て は 、 濾 過 工 程 に 入 る 前 に 洗 浄 工 程 を 行 っ て 濾 過 器 本 体 （ タ

ン ク ） 内 の 溜 水 等 の 流 体 を す べ て 系 外 に 排 出 し た の ち に 濾 過 工 程 に 入 り 、 濾 過 さ れ た 液 体

を 使 用 す る こ と と し て い る 。 そ の た め 、 濾 過 シ ス テ ム か ら の 供 給 量 と 濾 過 シ ス テ ム か ら 供

給 さ れ た 処 理 済 み 流 体 の 使 用 量 と の バ ラ ン ス を 調 整 す る こ と 、 及 び 、 処 理 済 み 流 体 を す ぐ

に 使 え る よ う に す る こ と を 目 的 に 処 理 済 み 流 体 を 溜 め る た め の 受 水 槽 等 が 必 要 と な り 、 そ

の た め の 設 備 投 資 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 洗 浄 工 程 で 発 生 し た 流 体 を 下 水 に 流 す 処 理 し な け れ ば な ら ず 、 そ の た め の 下 水

処 理 費 用 が 常 に 発 生 し 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 押 し 上 げ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 受 水 槽 等 を 必 ず し も 必 要 と せ ず に 濾 過 さ れ た 処 理 済 み 流 体 を バ ラ ン
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ス よ く す ぐ に 使 用 で き 、 か つ 、 洗 浄 工 程 で 発 生 す る 流 体 を 系 外 に 排 出 す る こ と を 必 須 と し

な い 濾 過 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 （ １ ） は 、 濾 材 を 内 部 に 備 え る タ ン ク と 、 当 該 タ ン ク の 外 部 に 備 え ら れ 、 タ ン ク

に 流 体 を 流 通 さ せ る 流 体 回 路 と を 有 す る 濾 過 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 タ ン ク は 、 前 記 濾 材

の 上 方 に 流 体 を 流 通 さ せ る 上 部 通 路 口 及 び 濾 材 の 下 方 に 流 体 を 流 通 さ せ る 下 部 通 路 口 を 備

え 、 前 記 流 体 回 路 は 、 被 処 理 流 体 が 濾 過 シ ス テ ム に 入 る 流 入 口 か ら 前 記 上 部 通 路 口 ま で の

被 処 理 流 体 を タ ン ク 内 部 に 流 入 さ せ る 原 液 供 給 ラ イ ン と 、 前 記 下 部 通 路 口 か ら 前 記 濾 材 で

処 理 さ れ た 処 理 流 体 を 濾 過 シ ス テ ム の 外 部 に 流 出 さ せ る 流 出 口 ま で の 処 理 液 流 出 ラ イ ン と

を 有 し 、 前 記 原 料 供 給 ラ イ ン に は 、 上 流 側 か ら 順 に 第 １ チ ャ ッ キ 弁 、 ポ ン プ 及 び 前 記 タ ン

ク に 一 定 量 の 流 体 を 供 給 す る 定 流 量 弁 が 直 列 に 備 え ら れ 、 前 記 処 理 液 流 出 ラ イ ン は 、 前 記

処 理 流 体 を バ イ パ ス し て 流 す バ イ パ ス ラ イ ン と バ イ パ ス ポ イ ン ト で 接 続 せ ら れ 、 当 該 バ イ

パ ス ラ イ ン は 、 第 ２ チ ャ ッ キ 弁 を 介 し て 前 記 第 １ チ ャ ッ キ 弁 と 前 記 ポ ン プ と の 間 の 前 記 原

液 供 給 ラ イ ン に 接 続 し て お り 、 前 記 バ イ パ ス ポ イ ン ト の 下 流 側 に 遮 断 弁 が 備 え ら れ て い る

濾 過 シ ス テ ム で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 （ １ ） に は 、 井 水 等 の 原 液 を タ ン ク に 導 入 す る 原 料 供 給 ラ イ ン に 、 上 流 側 か ら 順

に 第 １ チ ャ ッ キ 弁 、 ポ ン プ 及 び 前 記 タ ン ク に 一 定 量 の 流 体 を 供 給 す る 定 流 量 弁 が 直 列 に 備

え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 さ ら に 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン は 、 前 記 処 理 流 体 を バ イ パ ス

し て 流 す バ イ パ ス ラ イ ン と バ イ パ ス ポ イ ン ト で 接 続 せ ら れ 、 当 該 バ イ パ ス ラ イ ン は 、 第 ２

チ ャ ッ キ 弁 を 介 し て 前 記 第 １ チ ャ ッ キ 弁 と 前 記 ポ ン プ と の 間 の 前 記 原 液 供 給 ラ イ ン に 接 続

し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 （ １ ） が 、 こ れ ら の 特 徴 を 有 す る こ と に よ っ て 、 特 に 、 原 料 供 給 ラ イ

ン に 定 流 量 弁 を 備 え る こ と に よ っ て 、 タ ン ク 内 の 流 体 は 、 常 に 一 定 速 度 で 流 れ る こ と に な

る 。 濾 過 工 程 に よ っ て 処 理 さ れ た 流 体 の 供 給 量 が 使 用 量 よ り も 多 い 場 合 、 余 剰 の 処 理 流 体

を 処 理 液 流 出 ラ イ ン で 分 岐 す る バ イ パ ス ラ イ ン か ら 還 流 さ せ て 、 原 液 供 給 ラ イ ン に 戻 す こ

と が で き る の で 、 バ ラ ン ス よ く 処 理 流 体 を 使 用 す る こ と が で き 、 受 水 槽 等 の 中 間 の リ ザ ー

バ ー が 必 ず し も 必 要 で な く な る 。 ま た 、 処 理 流 体 を 使 用 す る 量 が 少 な く な る か 使 用 し な く

な る と 、 ほ と ん ど の 処 理 さ れ た 流 体 は バ イ パ ス ラ イ ン か ら 原 液 供 給 ラ イ ン に 戻 さ れ る の で

、 こ の ル ー プ を 回 し 続 け る こ と が で き 、 タ ン ク 内 の 溜 水 等 の 発 生 が な く 、 受 水 槽 等 を 用 い

な く と も 清 浄 な 濾 過 水 を 必 要 な 時 に 必 要 な だ け 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 バ イ パ ス ポ イ ン ト の 下 流 側 に 遮 断 弁 が 備 え ら れ て い る こ と に よ っ て 、 濾 過 時 に は こ の 遮

断 弁 を 開 と し て 、 そ の ほ か の 逆 洗 時 や 、 洗 浄 時 等 に は こ の 遮 断 弁 を 閉 と す る こ と に よ っ て

、 容 易 に 運 転 を 切 り 替 え る こ と が で き る 。 遮 断 弁 は 、 Ｏ Ｎ － Ｏ Ｆ Ｆ （ 全 開 － 全 閉 ） 制 御 機

能 を 有 す る も の で あ れ ば よ く 、 こ の 遮 断 弁 を 電 動 二 方 弁 と す る こ と に よ っ て 、 制 御 信 号 を

送 っ て 現 場 に 行 か な く と も 能 率 よ く 運 転 を 切 り 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 （ ２ ） は 、 前 記 定 流 量 弁 の 出 口 側 と 前 記 上 部 通 路 口 の 間 の 原 液 供 給 ラ イ ン に 五 方

弁 が 備 え ら れ 、 当 該 五 方 弁 に は 、 流 体 が 流 入 す る 流 入 ポ ー ト 、 流 体 が 出 入 り す る 第 １ ポ ー

ト 及 び 第 ２ ポ ー ト 並 び に 流 体 が 流 出 す る 第 ３ ポ ー ト 及 び 第 ４ ポ ー ト が 備 え ら れ 、 前 記 定 流

量 弁 の 出 口 は 前 記 流 入 ポ ー ト に 接 続 せ ら れ 、 前 記 第 １ ポ ー ト は 前 記 上 部 通 路 口 と 接 続 せ ら

れ 、 前 記 第 ２ ポ ー ト は 前 記 下 部 通 路 口 と 接 続 せ ら れ 、 前 記 第 ３ ポ ー ト は 前 記 遮 断 弁 の 入 り

口 側 と 接 続 せ ら れ 、 前 記 第 ４ ポ ー ト は タ ン ク の 洗 浄 液 及 び 逆 洗 液 を 排 出 す る 排 出 口 に 接 続

せ ら れ て い る 本 発 明 （ １ ） に 記 載 の 濾 過 シ ス テ ム で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 （ ２ ） の 特 徴 は 、 五 方 弁 を 原 液 供 給 ラ イ ン の 定 流 量 弁 の 出 口 側 と 上 部 通 路 口 の 間

に 備 え て い る こ と で あ る 。 こ の 五 方 弁 は 、 ５ つ の ポ ー ト が 備 え ら れ 、 流 体 が 流 入 す る 流 入
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ポ ー ト 、 流 体 が 出 入 り す る 第 １ ポ ー ト 及 び 第 ２ ポ ー ト 並 び に 流 体 が 流 出 す る 第 ３ ポ ー ト 及

び 第 ４ ポ ー ト が 備 え ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 濾 過 時 、 逆 洗 時 、

洗 浄 時 等 に お い て 、 こ の 五 方 弁 を 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 容 易 に 流 体 の 流 れ を 制 御 す る

こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 発 明 の 濾 過 シ ス テ ム に よ る と 、 タ ン ク 内 の 流 体 は 、 常 に 一 定 速 度 で 流 れ る こ と に よ

り 、 受 水 槽 等 を 必 ず し も 必 要 と せ ず に 濾 過 さ れ た 処 理 済 み 流 体 を バ ラ ン ス よ く す ぐ に 使 用

す る こ と が で き 、 か つ 、 洗 浄 工 程 で 発 生 す る 流 体 を 系 外 に 排 出 す る こ と を 必 須 と し な い 濾

過 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム （ 濾 過 器 ） の 正 面 図 を 示 す 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ る 濾 過 器 の 右 側 面 図 を 示 す 。

【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ か ら 見 た と き の 濾 過 器 の 側 面 図 を 示 す 。

【 図 ４ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム の 全 体 及 び 付 属 設 備 を 示 す 。

【 図 ５ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム の 濾 過 時 の 流 体 の 流 れ を 示 す 。

【 図 ６ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム の 逆 洗 時 の 流 体 の 流 れ を 示 す 。

【 図 ７ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム の 洗 浄 時 の 流 体 の 流 れ を 示 す 。

【 図 ８ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム の 洗 浄 回 収 時 の 流 体 の 流 れ を 示 す 。

【 図 ９ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム に お け る 濾 過 時 の 五 方 弁 の 詳 細 を 示 す 。

【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム に お け る 逆 洗 時 の 五 方 弁 の 詳 細 を 示 す 。

【 図 １ １ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム に お け る 洗 浄 時 の 五 方 弁 の 詳 細 を 示 す 。

【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム に お け る 洗 浄 回 収 時 の 五 方 弁 の 詳 細 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 例 示 的 に 詳 し く 説 明 す る 。 但 し 、 こ の

実 施 例 に 記 載 さ れ て い る 構 成 部 品 の 形 状 、 そ の 相 対 的 配 置 等 は 特 に 特 定 的 な 記 載 が な い 限

り は 、 こ の 発 明 の 範 囲 を そ れ に 限 定 す る 趣 旨 で は な く 、 単 な る 説 明 例 に 過 ぎ な い 。 ま た 、

便 宜 的 に 図 面 上 で の 方 向 に よ っ て 部 材 等 の 方 向 を 上 下 左 右 と 指 称 す る こ と が あ る が 、 こ れ

ら は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ は 、 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム （ 濾 過 器 ） の １ 実 施 例 の 正 面 図 を 示 す 。 濾 過 器 １

は 、 タ ン ク ５ と タ ン ク ５ の 外 部 に 備 え ら れ た 流 体 回 路 １ ０ と を 有 し て い る 、

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 タ ン ク ５ の 内 部 に は 、 被 処 理 流 体 で あ る 原 水 を 濾 過 す る 濾 材 （ 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ て

い る 。 濾 材 の 上 方 に は 、 流 体 を 流 通 さ せ る 上 部 通 路 口 １ １ 及 び 濾 材 の 下 方 に 流 体 を 流 通 さ

せ る 下 部 通 路 口 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） を 備 え て い る 。 タ ン ク ５ の 頂 上 部 に は 上 部 マ ン ホ ー ル １

３ が 、 側 面 部 に は 側 面 マ ン ホ ー ル １ ４ （ 図 ２ 参 照 ） が 、 タ ン ク ５ の 内 部 の メ ン テ ナ ン ス 等

に た め に 備 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 部 マ ン ホ ー ル １ ３ に は 、 ２ つ の 自 動 空 気 抜 弁 １ ５ ， １ ６ が 備 え ら れ 、 タ ン ク ５ 内 部 で

発 生 し た 空 気 等 の 気 体 を タ ン ク ５ の 外 部 に 放 出 す る 。 以 下 に 、 濾 過 器 （ 濾 過 シ ス テ ム ） １

の 各 部 材 と 流 体 の 流 れ を 、 濾 過 時 を 想 定 し て 記 載 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 記 流 体 回 路 １ ０ は 、 被 処 理 流 体 が 濾 過 シ ス テ ム １ に 入 る 流 入 口 ２ １ か ら 前 記 上 部 通 路 口

１ １ ま で の 被 処 理 流 体 を タ ン ク 内 部 に 流 入 さ せ る 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ と 、 前 記 下 部 通

路 口 １ ２ か ら 前 記 濾 材 で 処 理 さ れ た 処 理 流 体 を 濾 過 シ ス テ ム の 外 部 に 流 出 さ せ る 流 出 口 ３

０ ま で の 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ と を 有 し 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ は 、 前 記 処 理 流

体 を バ イ パ ス し て 流 す バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ と バ イ パ ス ポ イ ン ト ４ １ で 接 続 せ ら れ て い
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る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 加 圧 さ れ た 流 体 （ 原 液 ） は 、 流 入 口 ２ １ か ら 入 り 、 手 動 弁 ２ ２ を 通 過 し 、 積 算 流 量 計 ２

３ を 通 り 第 １ チ ャ ッ キ 弁 ２ ４ を 通 過 し て 上 方 に 向 か っ て 流 れ て い く 。 こ の 上 方 に 向 か っ て

流 れ て い く 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ は 、 タ ン ク ５ の 中 央 を 鉛 直 に 流 れ る 処 理 液 流 出 ラ イ ン

Ｌ １ １ ０ の 裏 側 を 通 っ て い る の で 図 １ で は 見 え な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 積 算 流 量 計 ２ ３ と 第 １ チ ャ ッ キ 弁 ２ ４ の 間 の 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ に は 、 第 １ 薬 品 注

入 部 ３ ７ が 接 続 さ れ て い る 。 第 １ チ ャ ッ キ 弁 ２ ４ を 通 過 し た 原 液 は 、 循 環 ポ ン プ ２ ５ で 加

圧 さ れ て 上 方 に 流 れ 、 循 環 ポ ン プ ２ ５ の 手 前 で も 第 ２ 薬 品 注 入 部 ３ ８ が 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 循 環 ポ ン プ ２ ５ の 下 流 側 に 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク ３ ５ が 設 け ら れ 、 さ ら に そ の 下 流 に 設 け

ら れ た 定 流 量 弁 ２ ６ を 介 し て 、 原 水 は 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 流 入 ポ ー ト ４ ３ （ 図 ９ 参 照 ） に 流

れ 込 み 、 そ の 後 、 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 第 １ ポ ー ト ４ ４ （ 図 ９ 参 照 ） か ら 上 部 通 路 口 １ １ を 通

っ て タ ン ク ５ 内 に 入 る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 タ ン ク ５ 内 に 入 っ た 原 液 は 、 上 部 か ら 流 れ 落 ち て 、 濾 材 を 通 過 し て 濾 過 さ れ て 下 部 通 路

口 １ ２ か ら タ ン ク ５ の 外 に 流 れ 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 通 り 、 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 第

２ ポ ー ト ４ ５ か ら 入 り 、 第 ３ ポ ー ト ４ ６ を 経 由 し 、 さ ら に 遮 断 弁 （ 電 動 二 方 弁 が 好 ま し い

） ２ ９ を 経 由 し て 流 出 口 ３ ０ に 向 け て 流 れ 出 す 。 下 部 通 路 口 １ ２ 近 く の 処 理 液 流 出 ラ イ ン

Ｌ １ １ ０ に は 、 ド レ ン 弁 ２ ８ が 備 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 電 動 五 方 弁 ２ ７ と 電 動 二 方 弁 ２ ９ の 間 の 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ に は 、 バ イ パ ス ポ イ

ン ト ４ １ が 設 け ら れ 、 こ の ポ イ ン ト で バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ が 分 岐 し て い る 。 バ イ パ ス

ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ に は 、 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク ３ ６ が 備 え ら れ 、 さ ら に 手 動 弁 ３ １ 及 び 第 ２ チ

ャ ッ キ 弁 ３ ２ を 経 由 し て 、 バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ は 、 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ と 接 続 し

て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 逆 洗 時 の 流 体 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 逆 洗 と は 、 流 体 を 濾 材 の 下 方 か ら 上 方 に

向 け て 勢 い よ く 流 し て 、 濾 材 の 粒 子 を 動 か し て 、 濾 材 粒 子 に 付 着 し て い る 汚 れ 等 を 系 外 に

流 し だ す 洗 浄 を い う 。 原 液 が 流 入 口 ２ １ か ら 入 り 、 原 液 流 入 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ を 通 っ て 電 動

五 方 弁 ２ ７ の 流 入 ポ ー ト ４ ３ に 入 る ま で は 濾 過 時 と 同 じ で あ る 。 電 動 五 方 弁 ２ ７ に 入 っ た

の ち に 、 原 液 は 第 ２ ポ ー ト ４ ５ か ら 流 れ 出 し 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 上 か ら 下 に 向

け て 流 れ る 。 そ の 後 、 下 部 通 路 口 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） か ら タ ン ク ５ 内 に 流 れ 込 ん で 、 上 方 に

向 け て 噴 出 す る 。 そ の 噴 出 し た 流 体 は 、 上 部 通 路 口 １ １ か ら タ ン ク ５ 外 に 流 出 し て 、 電 動

五 方 弁 ２ ７ に 流 れ 込 み 、 第 ４ ポ ー ト ４ ７ か ら 流 出 し 、 逆 洗 排 水 透 視 管 ３ ３ を 経 由 し て 逆 洗

水 排 水 口 ３ ４ か ら 系 外 に 流 出 す る 。 こ の 逆 洗 時 に は 、 電 動 二 方 弁 ２ ９ は 閉 と し て お く こ と

が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 洗 浄 時 の 流 体 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 洗 浄 と は 、 逆 洗 後 や 濾 過 停 止 後 に 原 液 を

濾 材 に 対 し て 上 か ら 下 に 向 け て 流 し 、 排 水 を 系 外 に 流 し だ す こ と で あ る 。 洗 浄 で 排 水 を 系

外 に 排 出 す る 場 合 の 流 体 の 流 れ は 、 以 下 の と お り で あ る 。 原 液 が 流 入 口 ２ １ か ら 入 り 、 原

液 流 入 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ を 通 っ て 上 部 通 路 口 １ １ に 入 り 、 下 部 通 路 口 １ ２ か ら 出 て 五 方 弁 ２

７ の 流 入 ポ ー ト ４ ３ に 流 入 す る ま で は 濾 過 時 と 同 じ で あ る 。 電 動 五 方 弁 ２ ７ に 入 っ た の ち

に 、 原 液 は 、 第 ４ ポ ー ト ４ ７ か ら 流 出 し 、 逆 洗 排 水 透 視 管 ３ ３ を 通 っ て 、 逆 洗 水 排 水 口 ３

４ か ら 系 外 に 排 出 さ れ る 。 こ の 洗 浄 時 に は 、 電 動 二 方 弁 ２ ９ は 閉 と し て お く こ と が 好 ま し

い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 洗 浄 回 収 時 の 流 体 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 洗 浄 回 収 と は 、 濾 材 で 処 理 さ れ た 流

体 を 、 バ イ パ ス ポ イ ン ト ４ １ か ら バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ を 通 し 、 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０
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０ を 流 し て 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 流 入 ポ ー ト ４ ３ か ら 流 入 さ せ 、 そ の 後 、 第 １ ポ ー ト ４ ４ を 通

過 し て 上 部 通 路 口 １ １ か ら タ ン ク ５ 内 に 流 入 さ せ る 。 濾 材 を 通 っ た 処 理 液 を 下 部 通 路 口 １

２ か ら 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 通 し て 、 再 び 電 動 五 方 弁 ２ ７ を 介 し て 第 ３ ポ ー ト ４ ６

か ら 流 出 さ せ 、 バ イ パ ス ポ イ ン ト ４ １ で 再 び バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ を 通 し て 、 流 体 を 還

流 す る こ と を い う 。 こ の 洗 浄 回 収 時 に は 、 電 動 二 方 弁 ２ ９ は 閉 と し て お く こ と が 好 ま し い

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 発 明 の 濾 過 シ ス テ ム １ に お い て は 、 こ の 洗 浄 回 収 時 に 処 理 液 を 系 外 に 流 し だ す こ と は

必 要 で は な く 、 下 水 処 理 費 用 の 大 幅 な 削 減 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 濾 過 時 に 処 理 液 を

系 外 に 供 給 後 、 濾 過 シ ス テ ム １ を 一 時 的 に 停 止 さ せ た 場 合 で も 、 流 体 は 濾 過 器 （ 濾 過 シ ス

テ ム ） の 中 で 還 流 し 続 け て い る （ 洗 浄 回 収 ） の で 、 再 度 の 処 理 液 供 給 を す る 場 合 で も 、 供

給 の 最 初 の 捨 て 水 を 必 要 と せ ず 、 待 ち 時 間 な く 処 理 液 を 供 給 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 濾 過 シ ス テ ム （ 濾 過 器 ） の 右 側 面 図 を 示 す 。 以 下 、 す で に 説 明 済 の

個 所 に つ い て は 一 部 説 明 を 省 略 す る 。 こ の 右 側 面 図 に お い て は 、 下 方 か ら 上 方 に 向 か う 原

液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ は 、 バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ に 隠 れ て 見 え な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ３ は 、 図 １ に お け る Ａ － Ａ ラ イ ン か ら 見 た と き の 右 側 面 図 を 示 す 。 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ

１ ０ ０ に は 、 第 １ チ ャ ッ キ 弁 ２ ４ 、 循 環 ポ ン プ ２ ５ 及 び 定 流 量 弁 ２ ６ が 備 え ら れ 、 電 動 五

方 弁 ２ ７ と 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ４ は 、 こ の 発 明 に よ る 濾 過 シ ス テ ム の 全 体 及 び 付 属 設 備 を 示 す 。 濾 過 シ ス テ ム １ は 、

四 角 の 点 線 で 囲 ま れ た 内 部 で あ る 。 図 ４ に お い て は 、 井 水 を 本 濾 過 シ ス テ ム １ に よ っ て 処

理 し て 、 給 水 カ ラ ン ６ ３ や 受 水 槽 ５ ８ に 処 理 さ れ た 水 を 供 給 す る 場 合 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 井 戸 ５ ０ か ら ポ ン プ ５ １ を 用 い て 井 水 を く み 上 げ 、 逆 止 弁 ５ ３ を 通 過 し て 圧 力 タ ン ク ５

５ に い っ た ん 貯 蔵 し 、 加 圧 さ れ た 井 水 は 、 手 動 弁 ５ ７ を 介 し て 入 口 ２ １ か ら 濾 過 シ ス テ ム

１ に 導 入 さ れ る 。 逆 止 弁 ５ ３ の 上 流 側 に 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク ５ ２ が 備 え ら れ 、 圧 力 タ ン ク

５ ５ に も 圧 力 計 付 手 動 弁 ５ ６ が 備 え ら れ 、 常 に 圧 力 を 点 検 で き る よ う に な っ て い る 。 圧 力

計 付 手 動 弁 ５ ６ の 圧 力 デ ー タ は 井 戸 制 御 盤 ５ ４ に 取 り 込 ま れ 、 ポ ン プ ５ １ に フ ィ ー ド バ ッ

ク が か け ら れ 、 圧 力 タ ン ク ５ ５ の 内 部 圧 力 が 所 定 の 圧 力 に な る よ う に 、 井 戸 制 御 盤 ５ ４ に

よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 電 気 系 統 の 信 号 線 は 、 点 線 で 示 し て あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 濾 過 シ ス テ ム １ に は 、 第 １ 薬 注 機 ３ ９ と 第 ２ 薬 注 機 ４ ０ が 備 え ら れ 、 第 １ 薬 注 機 ３ ９ か

ら の 薬 剤 が 第 １ 薬 品 注 入 部 ３ ７ に お い て 、 第 ２ 薬 注 機 ４ ０ か ら の 薬 剤 が 第 ２ 薬 品 注 入 部 ３

８ に お い て 、 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 薬 注 入 機 ３ ９ 、 ４ ０ は 、

制 御 盤 ４ ２ で 制 御 さ れ て い る 。 薬 注 機 の 数 と 注 入 場 所 は 、 場 合 に 応 じ て 自 由 に 設 定 で き る

。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 濾 過 シ ス テ ム １ の 出 口 ３ ０ か ら 出 た 濾 過 水 （ 処 理 水 ） は 、 給 水 カ ラ ン ６ ３ や 受 水 槽 ５ ８

に 供 給 さ れ る 。 受 水 槽 ５ ８ の 下 流 の 配 管 に は 、 手 動 弁 ５ ９ を 介 し て 給 水 ポ ン プ ６ ０ 、 チ ャ

ッ キ 弁 ６ １ 、 手 動 弁 ６ ２ を 経 て 、 濾 過 水 を 使 用 す る 場 所 で 使 用 さ れ る 。 こ の 受 水 槽 ５ ８ は

、 本 濾 過 シ ス テ ム １ で は 必 ず し も 必 要 と す る も の で は な い 。 一 度 に 大 量 の 濾 過 水 を 使 用 す

る 場 合 、 例 え ば 、 洗 車 ス テ ー シ ョ ン な ど で は 、 受 水 槽 ５ ８ が あ る と 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ５ は 濾 過 時 、 図 ６ は 逆 洗 時 、 図 ７ は 洗 浄 時 、 図 ８ は 洗 浄 回 収 時 の 流 体 の 流 れ を 示 し て

い る 。 流 体 の 流 れ は 、 矢 印 付 き 太 線 で 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ５ の 濾 過 時 に お い て 、 原 水 は 原 水 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ を 通 っ て 、 上 部 通 路 口 １ １ か ら

タ ン ク ５ に 入 る 。 タ ン ク ５ 内 を 上 か ら 下 に 流 れ 、 そ の 間 に 濾 材 で 濾 過 さ れ る 。 そ の 後 、 処
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理 さ れ た 濾 過 水 は 、 下 部 通 路 口 １ ２ か ら 出 て 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 通 っ て 、 電 動

五 方 弁 ２ ７ の 第 ２ ポ ー ト ４ ５ に 入 っ て 、 第 ３ ポ ー ト ４ ６ か ら 流 出 し 、 電 動 二 方 弁 ２ ９ を 経

て 、 出 口 ３ ０ か ら 系 外 に 流 れ 出 る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ６ の 逆 洗 時 に お い て 、 原 水 は 原 水 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ を 通 っ て 、 電 動 二 方 弁 ２ ９ に 入

り 、 第 ２ ポ ー ト ４ ５ か ら 出 て 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 上 か ら 下 に 流 れ 、 下 部 通 路 口

１ ２ か ら タ ン ク ５ に 入 る 。 そ の 後 、 タ ン ク ５ 内 を 下 か ら 上 へ 噴 出 し て 、 上 部 通 路 口 １ １ か

ら タ ン ク ５ の 外 部 に 流 れ 出 る 。 そ の 後 、 第 １ ポ ー ト ４ ４ か ら 電 動 五 方 弁 ２ ７ に 入 り 、 第 ４

ポ ー ト ４ ７ か ら 流 出 し て 、 逆 洗 排 水 透 視 管 ３ ３ を 通 り 、 逆 洗 水 排 出 口 ３ ４ か ら 系 外 に 排 出

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ７ の 洗 浄 時 に お い て 、 原 水 は 原 水 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ を 通 っ て 、 電 動 五 方 弁 ２ ７ に 入

り 、 第 １ ポ ー ト ４ ４ か ら 出 て 、 上 部 通 路 口 １ １ か ら タ ン ク ５ に 入 に 入 る 。 タ ン ク ５ 内 を 上

か ら 下 に 流 れ 、 そ の 間 に 濾 材 で 濾 過 さ れ る 。 そ の 後 、 処 理 さ れ た 濾 過 水 は 、 下 部 通 路 口 １

２ か ら 出 て 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 通 っ て 、 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 第 ２ ポ ー ト ４ ５ に 入

っ て 、 第 ４ ポ ー ト ４ ７ か ら 流 出 し て 、 逆 洗 排 水 透 視 管 ３ ３ を 通 り 、 逆 洗 水 排 出 口 ３ ４ か ら

系 外 に 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ８ の 洗 浄 回 収 時 に お い て 、 原 水 は 濾 過 時 と 同 じ 流 れ で タ ン ク ５ 内 に 入 り 、 濾 過 さ れ た

処 理 液 は 、 濾 過 時 と 同 じ く 電 動 五 方 弁 ２ ７ を 介 し て 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 流 れ る が

、 バ イ パ ス ポ イ ン ト ４ １ か ら バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ を 通 じ て 再 び 原 液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０

０ を 経 由 し て 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 流 入 ポ ー ト ４ ３ か ら 流 入 す る 。 そ の 後 、 第 １ ポ ー ト ４ ４ を

通 っ て 上 部 通 路 口 １ １ か ら タ ン ク ５ 内 に 流 入 す る 。 濾 材 で 濾 過 さ れ た 処 理 液 を 下 部 通 路 口

１ ２ か ら 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ を 通 じ て 、 再 び 電 動 五 方 弁 ２ ７ を 介 し て 第 ３ ポ ー ト ４

６ か ら 流 出 さ せ 、 バ イ パ ス ポ イ ン ト ４ １ で 再 び バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ を 通 し て 、 流 体 は

還 流 す る 。 こ の 洗 浄 回 収 時 に は 、 電 動 二 方 弁 ２ ９ は 閉 と し て お く こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ の よ う に 、 洗 浄 回 収 時 に お い て は 、 濾 過 さ れ た 処 理 水 が バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ 、 原

液 供 給 ラ イ ン Ｌ １ ０ ０ 及 び タ ン ク ５ 内 部 を 還 流 し 続 け て い る の で 、 タ ン ク ５ 内 に 溜 水 が 発

生 し な い 。 溜 水 が 発 生 し な い の で 、 濾 過 処 理 さ れ た 水 を 清 浄 な 状 態 で い つ で も 系 外 に 取 り

出 す こ と が で き 、 濾 過 運 転 開 始 直 後 の 無 駄 時 間 を 発 生 せ ず 、 洗 浄 後 の 系 外 へ の 排 水 を 必 要

と せ ず 、 受 水 槽 ５ ８ を 必 ず し も 必 要 と し な い の で 、 設 備 投 資 や ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 大 幅 な

削 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ９ ～ 図 １ ２ は 、 電 動 五 方 弁 ２ ７ の 内 部 構 造 の 概 略 図 及 び 運 転 モ ー ド 時 の 流 体 の 流 れ を

矢 印 付 き 太 線 で 示 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ９ は 、 濾 過 時 の 流 体 の 流 れ を 示 し て い る 。 処 理 液 流 出 ラ イ ン Ｌ １ １ ０ か ら 一 部 は バ イ

パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ を 通 っ て 還 流 し て 、 一 部 は 系 外 に 流 出 し て 濾 過 水 と し て 使 用 さ れ る 。

図 １ ０ は 、 逆 洗 時 の 流 体 の 流 れ を 示 し 、 図 １ １ は 洗 浄 時 の 流 体 の 流 れ を 示 し て い る 。 逆 洗

時 と 洗 浄 時 は 、 最 終 的 に 流 体 は 系 外 に 排 出 さ れ 、 下 水 と し て 処 理 さ れ る 。 図 １ ２ は 、 洗 浄

回 収 時 の 流 体 の 流 れ を 示 し て い る 。 電 動 五 方 弁 ２ ７ は 同 じ 状 態 で あ る が 、 洗 浄 回 収 時 は 、

電 動 二 方 弁 ２ ９ が 閉 と な っ て 処 理 さ れ た 流 体 は 、 系 外 に 排 出 さ れ ず 、 ル ー プ し て 還 流 す る

。 こ の よ う な 流 れ と な る の も 、 第 １ チ ャ ッ キ 弁 ２ ４ 、 第 ２ チ ャ ッ キ 弁 ２ ５ 、 循 環 ポ ン プ ２

５ 、 定 流 量 弁 ２ ６ 及 び バ イ パ ス ラ イ ン Ｌ １ ２ ０ の 構 成 に よ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

１ 　 ； 濾 過 シ ス テ ム （ 濾 過 器 ）

５ 　 ； タ ン ク

１ ０ ； 流 体 回 路
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１ １ ； 上 部 通 路 口

１ ２ ； 下 部 通 路 口

１ ３ ； 上 部 マ ン ホ ー ル

１ ４ ； 側 面 マ ン ホ ー ル

１ ５ ； 自 動 空 気 抜 弁

１ ６ ； 自 動 空 気 抜 弁

２ １ ； 流 入 口

２ ２ ； 手 動 弁

２ ３ ； 積 算 流 量 計

２ ４ ； 第 １ チ ャ ッ キ 弁

２ ５ ； 循 環 ポ ン プ

２ ６ ； 定 流 量 弁

２ ７ ； 電 動 五 方 弁

２ ８ ； ド レ ン 弁

２ ９ ； 遮 断 弁 （ 電 動 二 方 弁 ）

３ ０ ； 流 出 口

３ １ ； 手 動 弁

３ ２ ； 第 ２ チ ャ ッ キ 弁

３ ３ ； 逆 洗 排 水 透 視 管

３ ４ ； 逆 洗 水 排 水 口

３ ５ ； 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク

３ ６ ； 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク

３ ７ ； 第 １ 薬 品 注 入 部

３ ８ ； 第 ２ 薬 品 注 入 部

３ ９ ； 第 １ 薬 注 入 機

４ ０ ； 第 ２ 薬 注 入 機

４ １ ； バ イ パ ス ポ イ ン ト

４ ２ ； 制 御 盤

５ ０ ； 井 戸

５ １ ； ポ ン プ

５ ２ ； 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク

５ ３ ； 逆 止 弁

５ ４ ； 井 戸 制 御 盤

５ ５ ； 圧 力 タ ン ク

５ ６ ； 圧 力 計 付 検 水 コ ッ ク

５ ７ ； 手 動 弁

５ ８ ； 受 水 槽

５ ９ ； 手 動 弁

６ ０ ； 給 水 ポ ン プ

６ １ ； チ ャ ッ キ 弁

６ ２ ； 手 動 弁

６ ３ ； 給 水 カ ラ ン

Ｌ １ ０ ０ ； 原 液 供 給 ラ イ ン

Ｌ １ １ ０ ； 処 理 液 流 出 ラ イ ン

Ｌ １ ２ ０ ； バ イ パ ス ラ イ ン

【 要 約 】

【 課 題 】 濾 過 水 等 を す ぐ に 使 用 で き 、 か つ 、 下 水 量 を 削 減 で き る 濾 過 シ ス テ ム を 提 供 す る

。

【 解 決 手 段 】 タ ン ク 5と 、 流 体 回 路 10と を 有 す る 濾 過 シ ス テ ム 1で あ っ て 、 タ ン ク 5は 、 上
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部 通 路 口 11及 び 下 部 通 路 口 12を 備 え 、 流 体 回 路 10は 、 流 入 口 21か ら 上 部 通 路 口 11ま で の 原

液 供 給 ラ イ ン L100と 、 下 部 通 路 口 12か ら 外 部 に 流 出 さ せ る 処 理 液 流 出 ラ イ ン L110と を 有 し

て い る 。 原 料 供 給 ラ イ ン L100に は 、 上 流 側 か ら 順 に 第 １ チ ャ ッ キ 弁 24、 ポ ン プ 25、 定 流 量

弁 26が 直 列 に 備 え ら れ 、 処 理 液 流 出 ラ イ ン L110は 、 処 理 流 体 を バ イ パ ス し て 流 す バ イ パ ス

ラ イ ン L120と バ イ パ ス ポ イ ン ト 41で 接 続 さ れ 、 、 第 ２ チ ャ ッ キ 弁 32を 介 し て 前 記 第 １ チ ャ

ッ キ 弁 24と ポ ン プ 25と の 間 の 原 液 供 給 ラ イ ン L100に 接 続 さ れ て い る 。 バ イ パ ス ポ イ ン ト 41

の 下 流 側 に 遮 断 弁 29が 備 え ら れ て い る 。

【 選 択 図 】 　 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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